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先づ抽出物 (粗製塩酸塩)を90% ｢メタノ-ル｣に音容解し,苛性曹達で pH6.3となし,生じた沈澱
と上清 とを別け各々の抗菌力を測定した｡ その結:泉,両者共､略Jk同等の抗菌力を有 して居た○そこ
で上清と沈澱 (90%メタノ-ルに溶解)とを別,kにク1'マ 1.グラフ法で精製 L:た｡展開には80% ｢メ
タノール｣次で水を以てした｡アル ミナは Streptomycinの場合と同株に稀硫酸に浸漬し､水洗､乾
燥後使用した○その結果､ Streptomycinの場合とは反対に ｢メクノール｣展開の分層には殆んど抗
菌力を有せず､水で展開した分層に抗菌力を有 して居た｡ 然し､原液の抗菌力に比 しては極めて御貞盛
で恐らく大部分の抗菌物質は ｢アル ミナ｣に吸着されたまま残存して居るものと思考された｡ この抗
菌力ある分層をまとめて､減圧膿縮後.メタノ-ルを以て再結晶を行払,白色の結晶を得た｡ このも
のはブ ドウ球菌､大腸菌に対 し抗菌力を有して居たO




〔伶本瀞 の詳細は牲誌 ｢ノミ-シ 1)ンその他抗生物質｣に掲載の予定｡〕
ツベルク リン特にその製法の再槍討
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オ リン吸著法による精製 ｢ツ｣,BoquetetSandorの憐タングステン酸 ｢ツ｣があり, Seibertの8)
PPD はひろく使用せられている｡最近 Corper等は AutolyticTubrculin が ｢ツJ蛋白を多量に含9)1O)










曹 験 方 法｡
(Ⅰ)使 用 菌 株｡
1.朝倉株 :昭和18年6月著者が肺結核患者略疾 より4%苛性 ソーダ法にて分離した｡4%グ リセワ
ン加及び不加ペ トラ-ヤニー増地上にて優性発育,グ1)セ1)ン噂好性, 家兎静圧永内法にて張毒人型菌
であった0







修正)上に栢蘭 し. 37oCに5-8週間培養したのち､1000C30分乃至 1時間加熱,菌体を滅菌硬質薩
紙にて渡別し､滝液を3分して Fh F･1,F3とした｡Flを非濃縮 ｢ツ｣とし､F望を 700-80つC 水浴
上にて蒸発濃縮又は 104oCにて蒸溜濃福 して ｢ツ｣Aとし､蒸溜分をD_,とす る ｡ F3に菌棒を混和 磨
砕し､ その遠心上清を!4-54量に濃縮 し､漣波 F/3に淀過残速及び遠心沈漆の蒸溜水洗礁液 を加え





致死反臆には,F株感染後 1月のモルモツtに ｢ツ｣を0.1-0.25cc皮下注射し､1時間以内に死な ゝ
かったことをたしかめて､24時間以内の致死状況を観察,-直ちに剖検 した｡










殖の速さ (集落の平均初発 日数)は4,5週までは略jr一定しているが,5,6週以後急に蓑える｡ 菌の
染色上の形態変化をみてゆ くと均等にそまっていた菌体内に頼粒が蓮珠状にあらわれて くる｡ 菌体の1汚)
一部が融解してゆくものと考えられる｡
鱒 1表 (1) 育LlB棟 ソー tン培峯Z/{おける発育仝甫景
0.933g 7.0739g 5.9351g 5.6767g 5.4769g 4.2731g 3.6236gl3.6236gr3.4201g
_4 -5 -6 '
(2) 常山 B棟 ソー トン培養10,10,10rng中の生菌数 (平均集滞数)
商 量 2週 3週 4週 5週 6週 7週 8週 lo遇 13過_
_4 Mlong (r 166土6.95 315士1.377 87土13.66 23土3.45 5 7 I.3 0 -032.7士42 64.7土971 64.2士 429 16. 24
_ーG M 85土.5.63 _253土2.89 14土2.99 ･1.8 1 0 0 0 0.
10mg が 26.5土3.39 15.3土2.29 14.09士2.12
M:平均イ直 q:標 準偏差
(3) 菅 山 B棟 ソー T･ン培養における増さ乾の速言 (集落初発 日数)
培養菌量 2週 3週 4迎 5週 6週 7週 8週 lo遇 15
-4long . 14日 14日 16日 16日 23日 19日 28日 >30日 >30日
-.510mg 16 14 16 . 21 30 ..24 28 >30 . >30
(Ⅱ)結核菌のスミスーPH曲線｡
青山B株.朝倉株,F株及びB.C.Gの ソートン培養についてスミスーpI壬曲線を追及した｡ pHの
測定には島津電束的測定路とテス下ベーパ法 (東洋源紙)とを比較 した結果, 試料が少量で迅速に比
較的正確な値を輿える後者によった｡ 第 2表のように青山B株にては培養 2,3週にアルカl)の山が出
現 し,培養進むとともにpH値は酸性側に低下しpH5.0-5.2(標示薬 Brom-Cresol･Green)叉は pH
4.4-4.6(標示薬Phenol-Purple)に一定して経過した｡朝倉株の変化はや i早く,F株及びB.C.G.で
は緩慢な経過をとった｡
歩 2表 朝倉,菅山B,フランクフル 株ー 及び B.C.Glソーもン培寒波液 pH の推移
菌 株 起 始 1週 2週 3週 4週 5週 7週 9週 13週
菅 山 B 6.8 7.6 7.-2 6.8 5.4 4.8- 4.4 4.4 4.4














販侍研 ｢ツJの10倍､100倍稀釈液 0.1ccの皮内反膝を比較した｡感染 2,3,5遇後の何れの ｢ツ｣虎臆il]E:
に於いても､両 ｢ツ｣力慣の問に有意の蓋を認めなかった｡しかし平均比 (MeanRatio)をとってみ
ると､10倍液 48時間値にて F株 ｢ツ｣が侍研 ｢ツ｣より僅かに強いという程度であった｡ 攻にF株
グl)セl)ンブイヨン700-80oC濃縮 ｢ツ｣と市販 ｢ツ｣3榎の30倍､60倍,100倍稀釈液0.1ccの皮
内反膿を比較した｡この場合は104oC濃縮 ｢ツ｣の場合よりも,製法による差が強 くあらわれた. 蘇
に感染 -fL期 12日の皮内反膝において著明であって,37日の皮内反膝に患いては差を認めなくなった｡
次に旧国際聯盟法に随って F株グl)セ1)ンブイヨン ｢ツ｣(70O-80oC濃覇)､青山B株 ソートン






結核モルモット12頭の皮内反麿について. 育uJB株及び朝倉株 ｢ツ｣の50倍､100倍液 (0.1cc)
を比較した｡感染 19日の皮内反膝にでは. 700.-80oC濃縮 ｢ツ｣が 104oC濃縮 ｢ツ｣よりも強 く.
36日の皮内虎麿ではこの差を認めなくなった｡ 但し青山B殊にでは, このときも何有意の差を認め
たO 朝倉株のグ1)セ1)ンブイヨン及びソートン培地30日培養 ｢ツ｣と50Lj培萎 ｢ツ｣との間にカ債
の差を認めなかった｡ また青山B件及び朝倉株の ｢ツ｣Aと ｢ツ｣Bと､また朝倉株グ リセ1)ンブイヨ
ン ｢ツ｣とソートン ｢ツ｣との間に力債の差を認めなかった｡ 各 ｢ツ｣の呈色反廠 (ミロン反麿､-
ンヒド1)ン反麿､モー1)ツシユ反磨) の張さを比重交したところ,皮内反膝に-致して青山B棟 700-
80oC｢ツ｣のモーリツシ-反麿は 104cc ｢ツ｣ より強 く(80:40)あらわれた｡又朝倉株 30日培養
と50日韓萎.青山B棟及び朝倉株 ｢ツ｣Aと ｢ツ｣B,朝会株 ソ-1､ン ｢ツ｣とグ1)セl)ンブイヨン
｢ッ｣との問に呈色反膝にても差を認めなかった｡ 即ち呈色反歴と皮内反膝との問に密接な臣瀞 性の
存することが装われたO 次に各 ｢ツ｣0.25cc及び0.1ccの結核モルモ ッ ト24頭の致死反麿を検した
が､大部分の動物は 3-24時間以内に増血性の病変を呈して死亡し､皮内反臆及び呈色反臆との間に






朝食株グl)セ 1)ンブイヨン50日増奉 より作った非濃縮 ｢ツ｣､ ｢ツ｣A､ ｢ツ｣Bの 50倍液,loo情
液 0.1ccの皮内反膝に於いて､ ｢ツ｣A､ ｢ツ｣B共に非濃縮 ｢ツ｣の対艦濃度 より碍かった｡即ち濃
縮操作は ｢ツ｣容積を縮小し同時に カ債を 10倍以上に強 くする｡ これは濃縮によって粘性が大 とな
り､輝液円の高分子物質の謬貿性の変化が生じるためと考えられる｡
(Ⅶ)青山B棟ソー トン噂善における ｢ツ｣カ債の推移と菌の発育経過との関係｡
次に ｢ツ｣組成の変化 (-ンヒド1)ン反癒,モ-1)ツシ-虎麿. 三塩化酷酸冴液量を貴大稀釈倍数
法にて求めた)と ｢ツ｣力債の推移 との関係を検討した｡ ｢ツ｣力債は結核モルモット30頭について17)
｢ツ｣10倍､50倍､100倍,500倍液 0.1ccの皮内反膝にて測定した｡第 3表に示すように青山B棟 ソ
ー トン培養2,3週の ｢ツ｣には多糖体は相当含まれているが,蛋白畳は極めて頻量であって､ 皮内反
騰の 24時間低が著明に強 く､48時間値融鼓索であった. 感染 38日の皮内反廠ではか ゝる相違は目
立たな くなった｡ また ｢ツ｣ 0.15ccの皮下注射による致死反膣 があらわれなかったことは注目に値す
る05,6週以後の ｢ツ｣では蛋白畳は増加し､糖質､ア ミノ酸は一定量に連する｡
この頃培地 bHは4.4-4.6に一定 してきて､皮内反膝は24時間値と48時間値がほ 等ゞ しくなる○
致死反臆 も漸次張 くなる｡ 皮内反膝の24時間値は糖質 と賛接な関係にあって.致死反厳との関係はう
すいようである｡また致死反麿は皮内反麿 48時間値 と並行し､蛋白の出現 と密接な関係にある〇
第 3表 青山B棟 ソ- 1･ン培養 における培地組 成変化の推移 (最大稀釈倍数)
培養 前 2過. 3週 4週 5週 6 7週 8週. lo遇. 13週- 16週
ニンヒ ドリン反磨 80 80 40 40 20 20 20 20 20 20 40
モ- 1)ツシ-反腔 0 20 20 40 40 40 40 160 160 160 160
膏lJ｣B棟 ソー トン培養L/{おけ る ｢ツ｣力慣 の推移 (a)皮内反磨 (俸祈 ｢ツ｣の力債 を1.0とす)
感鯉染過 反時腰間 2週 3週 4週 5過_ 6週 7週 8週 lo遇 13週 16週
13日 24lJ- 0.73 0.94 1.0 1.1 1.4 1.2 1.2 1.1 1.3 1.3
48J 0.30 0.48 0.78 1.3 1.0 1.5 1.1 1.0 1.4 1.3
38日 240 0.88 0.94 1.0 1.1 1.0 1.1 0.91 1.0 1.1 1.0
(b)致 死 反磨 (0.15cc)
2週 3週 5週 7逸 l 10週 13週
致 死 数 0 1 1 … i 喜 23
(Ⅷ)透析育駿による ｢ツ｣の分析｡
綻釆 ｢ツ｣中の多糖体は皮膚発赤因子,蛋白体は致死因子であって､前者は非透析性､後者は透析3)18)19)i:0)







算 4表 音 山根Bツー トン培養隈舛滑過濃縮液についての透析実験
供 試 液
透 析 膜
モー ワッシ- 反 騰
- ンt=ド1)ン 反 鷹
ミ ロ ソ 反 腔
アダ ムキウイツ反感
三 ≡監 イセ酢 酸 沈 澱
蘇核 モルモッ ト



















ン反歴は減弱, ミロン反臆は一旦最高頂をつ くって減弱する. 蛋白量は鞘育初期には擬量であるが後







3. ソートン ｢ツ｣とグl)セ1)ンブイヨン ｢ツ｣との間に,また菌体物質の有無によって.｢ツ｣力
債の差をみることはない.しかし70O-80つC濃縮 ｢ツ｣は 104oC濃縮 ｢ツ｣よりも皮内反麿 (24時間
徳)がつよく･モーワッ.シユ反麿の強さの相違と並行したoしかし致死反麿､蛋白量､蛋自体N畳の
相違とは並行しなかった0
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